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研究背景・目的

◼LLM の進展により対話システムの応答精度は向上しつつあるが、未だハルシネーションや
矛盾などの対話破綻 [Martinovsky 03] が生じてしまう
✓対話破綻が生じると、ユーザをイライラさせる [Chakrabarti 15]、混乱を引き起こす [Bickmore 18] ため、   
破綻を検出し対話の流れを修復する必要

◼既存の修復手法 [Uchida 19, Sugiyama 18] は汎用性の点で課題
✓想定される破綻に対して柔軟に対応でき、ユーザに適応した修復戦略 [Benner 21] が必要

2

多様な対破破綻と個人特性に関する対話データの収集目的

修復方法に関する個人差の分析やロバストな修復発話の生成を目指す
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コーパスの構築

◼破綻例を 140 パターン作成し、クラウドワーカーに提示
✓対話破綻類型 [東中 22] に基づき、破綻例を作成
✓ワーカーは破綻例に対して、“Q1 破綻度”、“Q2 ユーザの応答発話”、“Q3 システムの修復発話”を回答

◼クラウドワーカー 57 名から計 3,990 回答を得た
✓各ワーカーは 70 パターンの破綻例に回答

3

ユーザ システム

今日風邪ひいちゃってさ

それはよかったね。

破綻例

クラウドワーカーに対する質問と回答例

Q2:システムの破綻した発話に対するユーザの応答発話 A2: よくないよ！

Q3:ユーザの応答発話に対してシステムに期待する応答発話 A3: すみません。間違いました。大丈夫？

Q1:最後のシステムの発話が破綻している程度
（1：破綻ではない～10：破綻の 10 段階）

A1: 9
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収集したデータ

◼対話に関するアンケート
✓Q1:最後のシステムの発話がどのくらい破綻しているか（1：破綻ではない～10：破綻の 10 段階）

✓Q2:システムの破綻した発話に対するユーザの応答発話

✓Q3:ユーザの応答発話に対してシステムに期待する応答発話

◼個人特性に関するアンケート
✓性別

✓年代

✓BigFive 性格特性（TIPI-J [小塩 12]）

✓コミュニケーション・スキル（ENDCORE [藤本 07]）

✓シャイネス（特性シャイネス [相川 91]）

✓社会的スキル（KiSS-18 [菊池 88]）

4

TIPI-J の得点分布

ENDCORE の得点分布
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コーパスの活用例

◼修復方法ｘ個人特性 [LREC2026]

✓破綻類型 [東中 22] ごとの破綻度の個人差

✓修復行為の選好における個人差

5

◼修復発話生成 [SLUD106]

✓LLM を Fine-tuning して評価

[LREC2026]  Tsubokura et al., A Corpus for Personalized Dialogue Breakdown Repair in Japanese Open-Domain Conversations, LREC, 2026.

[SLUD106] 坪倉 他、対話破綻修復のためのコーパス構築と修復発話生成、人工知能学会 第106回言語・音声理解と対話処理研究会、pp.165-170、2026．
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まとめ & 議論

◼まとめ
✓対話破綻から修復するための方法を探るため、多様な対破破綻と個人特性を含む対話
データの収集した
➢クラウドワーカーから 3,990 の回答を得た

✓修復方法ｘ個人特性の分析や修復発話生成については現在検討中

◼議論したいこと
✓今後コーパスに付与できそう／したほうがよさそうなラベルについて

✓コーパスの活用方法について

✓コーパスの公開方法、ライセンスについて

✓多言語化について

✓etc…

6
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